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繁殖肱の多頭飼育埋骨を行な．うため托鵬決を威すろ分娩管理の省力化忙ついでは，i祈年   

子豚の損耗風当のうち弟キ50撃と最も多くを占ゆ・ろ鐸豚笹よろ圧死事故を如何に防止する  

か化かかつている。   

そこで分娩臥禽粛よび附属癖設の改良忙一よろ考慮防止の可能性を調査すち目的をもって   

本試験を実施Lた。  

急．講座凝サ臨よび方法   

伯’軟式■廠  

当場取巻の中ヨークシャー神大ヨークシャー種およびランドレース種についで鋸華研究した。   

f云I試演jj二弓関  

東和4＄年1月・とり粧朴り年2月音で佗分拍した碓蛇依忙ついて行った。  

（3）分娩および？才烈プ   

ア 分娩榊のぞ声、i造と配恒三iま宗！1図k示すようなちのである。  

、   

．  －－  ド  

二段把調節可能  

一一一一一一一■■   

イ 分娩豚の収料ヱ分娩痴1～2－凋関前忙隊舎忙服罪し舷正に馴らすと同じ把用は先ず   

片側をセットし妊味わ映態忙応じて分娩当日または2～諸口研から両所のセットを行  

った。   

り 分娩時は原則として着越分娩を行い終了後は自由忙授乳を行ら：ヒゼ頼着古凄とした。  

土 保温にほ保温マット，保温箱，赤外顔電諌などを必衰忙応じで臥榊・蒙たは梯鞘Lて  
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新生子鹿の保訣育成忙つとめた。  

＄．分娩柵使用による圧死調布成敏  

表1．分娩相性拝働果  

式  敷  区  対  脾  区  

中ヨーク  大ヨーク  ランド  合 計  中ヨーク  大ヨーク  ランド  合計   ・ンヤー  シヤ  レー   シヤー  シヤー・・  レへ】－－   

供試腹 洩   1之腹   21〝   13〝   ヰ桐是   28〝   14〝   12〝   54版   

嘲育編始頭数  98頭   2a5〝   119〟  44か誠   263〝   1‡i2／／   1q8／／   50さ蔚   

一魅■平均琉緻  8．17頭  10．？1〝   9．15／／   9el頭   乱：‘～9〝   9－43〝   g．00〝   9．31頭   

】王死頭 緻   呂扇   9〝   2／／   14頭   8〝   18〝   4〝   銅蘭   

圧   死  寒  旨．0町％   ヰ．00％   1．68％  う17％   2．8S％   9．8勘％  2．70％   ヰ，57％   

衷2．品棒別姓後日令による圧死敗  

試  痍  区  対  照  区  

1・－7日  8－－14日  15一望1日  合  計   1一－7日   8－一1∫躍i  15一々1日  合  計   

甲ヨークシヤ」   2頭   1頭   り京   鋸覇   β頸   0頭   0頭，   ti夏日   

大ヨークシ勺㍗】   7〝   2〝   0〝   9〝   10ノ′   1〝  2〟   1■a／／   

ランドし／－ス   n′′   1／′   1〝   9／′   S〝   1〝   0／／   ヰ〝   

表B．生後日令忙よち正タヒ亮茎  

対   照，区   

l・－7H   8～14日  15・－21日  合  計   1一－7日   ＄－14日  15－21日  合 ＝計   

甘告別圧死歌   9頭き  ▲ム〝  1〝   14．預   19頭   ユγ   乏〝   83頭   

日令別圧死徽  ■64．3％  え8．6％   7・1％   100％   82．6％   8．7％   8．ワ％－  10㌻0％   

＝ 襲4．品朽別1陽当つ圧死数  

圧死数   試  験  区  対  照  区   
供試帯  董一っ攣   1頭   之馨i   3喜頁   封顛   1童貞   2頭   8頭   る頭   

中ヨークシャー   1駁   引睨   0取   0阪   6舷   0版   0   

大ヨ…クシヤー   5   2   U   0   已   0   1   亡   

ラソドレース   ∴   0   0   0   8   1   0   0   
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4．考 察   

（1）表1でみると試験区が烏．17％，対照区か4＿57％で分娩柵の使用効果が証明された。  

（2）訴之．3でんた場合陀生後1親臨tで起きる圧死は両区とも大郡外な占めているが試験区   

の第2週で28．6％の圧死務を簸じているのは榊を除いた商複の子鹿が多くこの点忙つい  

ての考察が必肇と思ほれる。   

（8）分娩蹄を位相しなかった鳩舎襲ヰにみられち梯把】版で4頭の狂死をLた大ヨークシャ   

ーが8療もあり．これは哺乳子隊数が多かった串陀も原因があるが試験区が最高2頭であ   

るのに比べても佃の必凄性が認められる。   

（ヰ）分娩仰の後部保軍枠ほ閲媛式と移動式な使潤したが矧広大型となった分娩鹿は移動式か   

板利であった。  

（5）川を快傑した抜；合の分娩扱に及はす障称ま．認められなかった。   

5．璽 約  

任用妨止の手段として分娩潤を利用した試験区の損耗妥は8．17笹と着紗l膵Lな行った場  

合のヰ57％の圧死率よtトも良い■キ翼を示Lた。  

また、分娩嘲のl襟外し時局jは哺乳頭数，子鹿の先帝状態などを考ノ慰する必・要があり・翫ね生  

後2澗崗宥贋と考えら九ろ。  

なは以上の三■：■捲紬－ら外紙棉の刺榔てよって肺寒季ねよび夏季を紛いて無看燕分娩の町能性  

が認められたので次年度上り無誓着苫韻分ん兎についで調香を拙ぷ瑛崩する。  
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